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３
月
11
日
㈮
、
午
後
２
時
46

分
に
日
本
の
三
陸
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

の
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
」が
あ
り
ま
し
た
。

　

気
象
庁
の
発
表
に
よ
る

と
、
地
震
の
規
模
と
し
て
は

１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
の

関
東
大
震
災
の
Ｍ
７
・
９
を
上

回
る
日
本
国
内
観
測
史
上
最
大

の
地
震
で
、
日
本
政
府
は
こ
の

震
災
の
名
称
を
「
東
日
本
大
震

災
」と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
で
宮
城
県
の
栗
原

市
は
最
大
の
震
度
７
を
観
測
し
、

み
ど
り
市
で
は
最
大
で
震
度
５

弱
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
の
影
響
で
建
造
物
の
倒

壊
、
地
す
べ
り
、
液
状
化
現
象

な
ど
の
直
接
的
な
被
害
の
ほ
か
、

津
波
、
火
災
、
そ
し
て
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴

う
放
射
性
物
質
漏
れ
や
大
規
模

停
電
な
ど
が
発
生
。
ま
た
、
地

震
発
生
以
来
、
口
コ
ミ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
さ
ら
に
は
マ
ス

コ
ミ
な
ど
を
介
し
て
様
々
な
デ

マ
が
流
れ
、
混
乱
を
招
く
事
態

も
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
震
災
に
よ
る
死
傷
者
は

４
月
11
日
現
在
で
死
者
は
１
万

３
１
３
０
人
、
重
軽
傷
者
は
４

８
１
９
人
、
警
察
に
届
出
が
あ

っ
た
行
方
不
明
者
は
１
万
３
７

１
８
人
と
警
察
庁
は
発
表
し
ま

し
た
。

　

産
業
や
経
済
な
ど
に
も
影
響

し
、
日
本
国
内
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

市
の
被
害
状
況

　

市
内
の
地
震
の
被
害
は
３
月

13
日
現
在
の
市
職
員
の
調
べ
や

一
般
通
報
、
消
防
署
取
り
ま
と

め
で
は
、
２
１
９
件
（
重
複
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
の
被
害

が
あ
っ
た
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
教
育
施
設
で
も
多
く

の
施
設
で
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
で
は
教
育
庁
舎
３
階

天
井
の
小
さ
い
部
材
が
か
け
て

落
下
、
み
ど
り
市
民
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
の
天
井
断
熱
材
パ
ネ
ル

が
落
下
、
東
公
民
館
３
階
ホ
ー

ル
の
天
井
材
が
２
カ
所
落
下
、

笠
懸
小
学
校
で
は
天
井
が
多
数

は
が
れ
、
校
舎
の
つ
な
ぎ
目
に

亀
裂
が
で
き
ま
し
た
。
笠
懸
公

民
館
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停

止
し
ま
し
た
。

市
の
取
り
組
み

　

み
ど
り
市
で
は
、
避
難
者
の

受
け
入
れ
や
、
３
月
11
日
発
生

の
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

屋
根
工
事
の
費
用
に
対
す
る
補

助
の
実
施
、
被
災
し
た
中
小
企

業
者
や
取
引
先
が
倒
産
等
し
た
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東
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本
大
震
災

▲市民体育館の断熱材が7枚落下した天井

みどり市内被害状況　３月 13 日（日）14 時現在

※件数は、市職員確認分、一般通報分の合計数となります。
※ほか、公共施設（学校、観光施設、福祉関連施設、庁舎等）51 箇所
※ほか、消防署取りまとめ分　27 件（上記集計と重複する場合があります）

《みどり市ホームページより掲載》

被害内容
地　域　名 件数

笠懸 大間々 東 計

屋根・瓦破損等 15 72 11 98

ブロック塀等倒壊 3 6 2 11

建物壁破損等 1 5 2 8

落石 4 4

水道管破裂・漏水 1 2 3

道路・地面亀裂・隆起 1 2 1 4

土砂崩れ 1 1

その他 3 8 1 12

計 24 95 22 141
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中
小
企
業
者
に
対
す
る
群
馬
県

制
度
融
資
の
紹
介
。（
詳
し
く

は
み
ど
り
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

こ
の
他
に
も
「
東
日
本
大
震

災
義
援
金
」
の
受
け
付
け
や
、

４
月
12
日
か
ら
一
時
停
止
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
救
援
物
資
の

受
け
付
け
、
被
災
地
へ
の
職
員

派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

計
画
停
電
の
実
施

　

こ
の
地
震
で
福
島
第
一
・
第

二
原
子
力
発
電
所
を
は
じ
め
、

発
電
所
や
送
電
設
備
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
、
想
定
さ
れ
る

電
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

東
京
電
力
は
各
地
域
を
５
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
１
日
１
回
３

時
間
程
度
（
電
力
需
給
状
況
に

よ
っ
て
は
複
数
回
）
の
計
画
停

電
（
輪
番
停
電
）
を
３
月
14
日

か
ら
実
施
す
る
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
み
ど
り
市
は
１
ー
Ｂ

と
４
ー
Ａ
の
停
電
グ
ル
ー
プ
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
に
東
京
電
力
は
、

多
く
の
人
の
協
力
で
節
電
効
果

が
反
映
さ
れ
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

の
著
し
い
改
善
が
見
ら
れ
た
と

し
て
、
４
月
と
５
月
の
計
画

停
電
に
つ
い
て
は
「
原
則
実
施

し
な
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
が

「
気
象
の
変
化
に
よ
る
電
力
需

要
の
急
増
や
発
電
状
況
等
に

よ
っ
て
は
、
や
む
を
得
ず
計
画

停
電
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
る
。

引
き
続
き
節
電
へ
の
取
り
組
み

を
継
続
し
て
欲
し
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

み
ど
り
市
へ
の
影
響

　

こ
の
震
災
が
引
き
起
こ
し
た

計
画
停
電
、
福
島
第
１
原
発
の

放
射
性
物
質
漏
え
い
事
故
等
の

影
響
で
み
ど
り
市
も
鉄
道
や
バ

ス
な
ど
の
交
通
機
関
は
運
休
や

減
便
が
行
わ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
納
豆
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
が
品
薄
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
13
日
㈰
に
予

定
し
て
い
た
「
健
康
福
祉
ま
つ

り
」
を
は
じ
め
「
カ
タ
ク
リ
さ

く
ら
ま
つ
り
」、「
生
涯
学
習
大

会
」
な
ど
市
内
の
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
や
催
し
物
が
中
止
や
延
期

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
公
共
施
設
の
開
館
時

間
の
短
縮
や
電
灯
使
用
の
抑
制

な
ど
、
利
用
に
つ
い
て
も
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
や
社
会
体
育

施
設
で
は
、
開
館
時
間
内
の
計

画
停
電
が
実
施
さ
れ
る
場
合
、

利
用
者
の
安
全
を
考
慮
し
、
停

電
予
定
時
間
の
前
後
１
時
間
を

含
め
て
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
計
画
停
電
実
施
期
間
中

の
開
館
時
間
も
節
電
を
す
る
関

係
で
開
館
時
間
等
が
短
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。 （
み
ど
り
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）

　

こ
の
よ
う
に
市
有
施
設
等
の

電
力
の
使
用
を
抑
え
る
対
策
を

実
施
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市

は
「
対
策
は
必
要
で
あ
る
が
、

こ
の
ま
ま
こ
の
状
況
が
続
く
場

合
、
市
民
の
趣
味
・
健
康
志
向
・

生
き
甲
斐
な
ど
の
場
を
奪
う
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
節
電

対
策
に
配
慮
、
ま
た
可
能
な
工

夫
を
し
な
が
ら
、
こ
の
状
況
の

中
で
市
有
施
設
を
最
大
限
活
用

で
き
る
よ
う
、
活
用
方
法
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
第
１
原
発
の
放
射
性
物

質
漏
え
い
事
故
の
影
響
で
は
、

本
県
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
カ
キ

ナ
が
３
月
21
日
㈪
か
ら
出
荷
停

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
月
８

日
㈮
に
出
荷
停
止
が
解
除
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
３
月
20
日
㈰
の
検

査
で
伊
勢
崎
市
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
か
ら
放
射
性
ヨ
ウ
素
２
６
３

０
ベ
ク
レ
ル
、
高
崎
市
の
カ
キ

ナ
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
５
５

５
ベ
ク
レ
ル
が
検
出
さ
れ
、
21

日
に
出
荷
停
止
。
そ
の
後
の
検

査
で
放
射
性
物
質
が
３
週
連
続

し
て
暫
定
基
準
値
を
下
回
り
、

国
が
示
し
た
解
除
条
件
を
満
た

し
た
た
め
で
す
。

　

新
田
み
ど
り
農
業
協
同
組

合
（
Ｊ
Ａ
に
っ
た
み
ど
り
）
の

職
員
は
「
出
荷
に
つ
い
て
は
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
カ
キ
ナ
だ
け
で

は
な
く
、
ほ
か
の
野
菜
に
つ
い

て
も
風
評
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
は
日
本
国
内
だ

け
で
は
な
く
、
海
外
に
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災
の
復
興
は
長
期
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

被
災
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く

国
民
一
人
一
人
が
節
電
を
心
が

け
、
過
度
な
自
粛
な
ど
を
せ
ず

に
、
他
人
を
思
い
や
り
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
す
る
こ
と
が

復
興
に
協
力
で
き
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

 

 

平成23 年10月 22日（土）～ 23日（日）に開催され
る笠懸地域文化祭の参加申込は、5 月 31日（火）
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大
間
々
公
民
館
の
設
置
に
向
け
て

　
　
　
　
　

公
民
館
運
営
審
議
会
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49
団
体
91
人
が
参
加
。

　

３
月
後
半
に
予
定
し
て
い

た「
館
報
編
集
協
力
員
研
修
」、

「
社
会
教
育
関
係
団
体
役
員
会

議
」
が
計
画
停
電
の
影
響
で
中

止
に
な
っ
た
。

大
間
々
公
民
館

　
「
お
母
さ
ん
と
一
緒
教
室(

全

19
回
）」
が
３
月
31
日
㈭
に
終

了
。

　
「
大
間
々
公
民
館
だ
よ
り
」

３
月
号
が
発
行
さ
れ
た
。

東
公
民
館

　
「
エ
コ
バ
ッ
グ
の
作
成
教
室

（
全
２
回
）」が
終
了
。

　

生
後
10
ヶ
月
ま
で
の
乳
児
を

対
象
に
本
を
２
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
本
に

慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
の
平
成
22
年
度

事
業
が
終
了
し
た
。

　
「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り
教

室
」
が
計
画
停
電
の
影
響
で
中

止
。

⑵
平
成
23
年
度
運
営
方
針
及
び

予
算

　

み
ど
り
市
公
民
館
運
営
方
針

は
、
平
成
23
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
『
み
ど
り
市
生
涯
学
習
振

興
計
画
』に
基
づ
き
、

①
地
域
と
歩
む
公
民
館

②
学
び
を
通
じ
た
仲
間
作
り

③
市
民
に
よ
る
自
主
活
動
の
支

援
④
指
導
者
養
成

⑤
３
公
民
館
の
連
携
と
配
置
計

画
の
検
討

⑥
住
民
参
加
に
よ
る
点
検
・
評

価
で
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
大
間
々
公
民
館

の
設
置
を
含
め
て
３
公
民
館
の

配
置
形
態
に
つ
い
て
検
討
を
す

す
め
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

予
算
は
各
公
民
館
の
予
算
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
詳
細
は

次
号
で
紹
介
。

⑶
第
２
回
大
間
々
部
会
の
内
容

　

２
月
17
日
㈭
、
教
育
庁
舎
で

開
催
。
大
間
々
地
域
の
公
民
館

活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

大
間
々
地
域
に
公
民
館
の
な

い
現
状
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま
で

公
民
館
活
動
の
経
験
が
な
い
の

で
地
域
住
民
の
目
が
公
民
館
に

向
き
に
く
い
」「
笠
懸
や
東
に

公
民
館
が
あ
っ
て
大
間
々
に

公
民
館
が
な
い
の
は
不
公
平
」

「
公
民
館
は
、
こ
れ
か
ら
何
か

を
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
る
人

の
き
っ
か
け
に
な
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

公
民
館
を
設
置
す
る
た
め
の

活
動
と
し
て
、
要
望
書
を
提
出
、

地
域
住
民
の
声
を
ま
と
め
る
活

動
な
ど
を
し
て
み
て
は
ど
う
か

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

⑷
第
２
回
東
部
会
の
内
容

　

３
月
14
日
㈪
、
東
公
民
館
で

開
催
。
４
月
１
日
の
機
構
改
革

に
伴
い
東
公
民
館
の
職
員
が
公

民
館
の
隣
に
あ
る
東
支
所
（
元

東
庁
舎
）
に
常
勤
す
る
こ
と
に

な
り
、
今
後
の
公
民
館
の
利
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
と

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

公
民
館
職
員
が
東
支
所
に
い

る
た
め
利
用
が
な
い
時
間
帯
は

閉
館
す
る
。
利
用
者
は
利
用
す

る
前
に
東
支
所
に
寄
っ
て
開
け

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委
員
か
ら
は
「
み
ど
り
市
公
民

館
運
営
方
針
『
住
民
の
自
由
な

た
ま
り
場
と
し
て
の
公
民
館
』

に
反
し
て
い
る
」「
利
用
者
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
」
と

不
満
の
声
が
だ
さ
れ
た
が
、
財

政
的
な
問
題
等
も
あ
る
の
で
仕

方
が
な
い
と
了
承
し
た
。

⑸
計
画
停
電
に
伴
う
臨
時
休
館

に
つ
い
て

　

計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
、
み

ど
り
市
公
民
館
と
し
て
も
節
電

に
協
力
す
る
た
め
夜
間
の
利
用

に
つ
い
て
は
１
時
間
短
縮
し
て

午
後
９
時
に
閉
館
し
て
い
る
。

⑹
５
月
連
休（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
）の
臨
時
休
館
に
つ
い

て
　

み
ど
り
市
の
公
民
館
は
今
年

も
５
月
３
日
㈫
か
ら
５
日
㈭
ま

で
臨
時
休
館
。

協
議
事
項

平
成
23
年
度
公
運
審
の
活
動
に

つ
い
て

　

大
間
々
公
民
館
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
公
運
審
が
平
成
21
年

１
月
に
『
大
間
々
公
民
館
の
あ

り
方
に
関
す
る
要
望
書
』
を
当

時
の
岡
﨑
教
育
長
に
提
出
。
ま

た
、
議
会
の
質
問
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
「
既
存
の
施
設
を
利
用

し
て
設
置
を
検
討
す
る
」
と
石

原
市
長
の
答
弁
に
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
未
だ
進
展
の
見
え

な
い
現
状
に
対
し
て
平
成
23
年

度
の
公
運
審
で
ど
の
よ
う
な
方

向
性
で
活
動
を
行
っ
て
い
く
の

か
話
し
合
わ
れ
た
。

　

平
成
23
年
度
１
回
目
の
公
運

審
で
具
体
的
な
活
動
内
容
を
検

討
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

第
４
回
み
ど
り
市
公
民
館
運

営
審
議
会
（
以
下
、
公
運
審
）

が
３
月
30
日
㈬
、
午
後
７
時
30

分
か
ら
み
ど
り
市
教
育
庁
舎
３

階
第
２
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し

た
。
当
初
は
３
月
17
日
㈭
に
開

催
予
定
で
し
た
が
、
計
画
停
電

の
影
響
に
よ
り
、
急
き
ょ
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
報
告
と
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り

報
告
事
項

⑴
平
成
22
年
度
各
公
民
館
事
業

報
告（
平
成
23
年
１
月
21
日
以

降
の
事
業
）

笠
懸
公
民
館

　

「
オ
カ
リ
ナ
教
室
（
全
６

回
）」が
終
了
し
、
今
後
は
サ
ー

ク
ル
と
し
て
活
動
予
定
。

　

「
婚
活
支
援
事
業
（
全
２

回
）」
は
男
女
各
10
人
が
料
理

で
交
流
を
深
め
た
。
終
了
後
、

事
業
と
は
別
に
交
流
会
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
笠
懸
公
民
館
大
会
」
を
２

月
11
日
㈮
に
実
施
し
た
。
当
日

は
雪
の
降
る
悪
天
候
の
な
か
、
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３
月
３
日
㈭
、
笠
懸
公
民
館

の
料
理
実
習
室
で
第
２
回
「
コ

ン
カ
ツ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ
ス
イ

ー
ツ
パ
ー
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
、

メ
ニ
ュ
ー
は
「
ひ
な
祭
り
白

玉
ス
イ
ー
ツ
」「
オ
ム
レ
ッ
ト

ケ
ー
キ
」「
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
」

「
ト
ラ
イ
フ
ル
」「
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
」
の
５
品
で
し
た
。
参
加
者

は
前
回
と
同
様
、
み
ど
り
市
在

住
・
在
勤
の
独
身
男
女
各
10
人

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、

く
じ
引
き
で
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
前
回
よ
り
和
や
か
で
会
話

も
弾
み
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
、
女
性
の
方
か
ら
男
性

に
「
こ
れ
や
っ
て
貰
っ
て
い
い

で
す
か
」
と
声
を
掛
け
る
場
面

も
み
ら
れ
ま
し
た
。
料
理
が
終

わ
る
と
別
室
に
白
布
を
掛
け
た

テ
ー
ブ
ル
を
用
意
し
て
、
パ
ー

テ
ィ
形
式
で
試
食
を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
携
帯
番
号
や
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
交
換
を
し
て
い

　

３
月
４
日
㈮
、
笠
懸
公
民
館

の
サ
ー
ク
ル
活
動
室
２
・
３
で

み
ど
り
市
人
権
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
子
育
て
の
モ
ヤ
モ
ヤ
講
座

～
子
育
て
に
よ
く
あ
る
カ
ン
チ

ガ
イ
や
思
い
込
み
っ
て
～
」
と

題
し
て
、
共
愛
学
園
前
橋
国
際

大
学
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
研
究

員
の
前
田
由
美
子
さ
ん
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、
み
ど
り
市
の

男
女
共
同
参
画
に
携
わ
り
、
子

育
て
の
講
師
等
を
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
17
人
の
受
講
生
が

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
は
、
母
親
だ
け
で

は
な
く
、
父
親
や
他
の
大
人
の

愛
情
が
注
が
れ
る
こ
と
が
重
要

叱
る
こ
と
と
怒
る
こ
と
の
違
い
っ
て

　
　
　
　
み
ど
り
市
人
権
講
座

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
人
間
と

し
て
社
会
に
関
わ
っ
て
行
く
こ

と
、
自
立
さ
せ
る
た
め
の
し
つ

け
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

母
親
の
就
労
に
よ
る
状
況
の

変
化
も
、
夫
婦
間
で
子
育
て
を

共
有
し
、
良
好
な
保
育
環
境
を

整
え
た
い
も
の
で
す
。
叱
る
こ

と
は
、
穏
や
か
に
さ
と
す
こ
と
。

怒
る
こ
と
は
発
作
的
な
親
の
感

情
か
ら
く
る
こ
と
が
多
い
な
ど
、

大
切
な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

受
講
生
に
感
想
を
聞
い
た
と
こ

ろ
「
今
ま
で
の
自
分
の
子
育
て

を
見
直
し
、
頑
張
っ
て
行
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
都

合
に
よ
り
来
ら
れ
な
い
人
も
沢

山
い
た
よ
う
で
す
が
、
ぜ
ひ
若

い
お
母
さ
ん
た
ち
に
聞
い
て
欲

し
い
内
容
で
し
た
。

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
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r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

r
r

ス
イ
ー
ツ
で
甘
い
ひ
と
と
き
を

〜
コ
ン
カ
ツ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
〜

▲パーティーを楽しむ参加者

▲子育てのモヤモヤ講座のようす

る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
で
終
了
で
は
な
く
交
流
会
も

決
ま
り
ま
し
た
が
、
計
画
停
電

の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

講
師
の
小
保
方
恵
美
子
さ
ん

か
ら
「
本
日
の
食
材
で
い
ち
ご

を
沢
山
使
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

一
期
一
会
と
い
う
意
味
も
込
め

て
選
び
ま
し
た
」
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

開
催
回
数
に
つ
い
て
は
「
丁
度

よ
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
、

内
容
に
つ
い
て
は
「
色
々
な

方
と
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」な
ど
で
し
た
。

２
回
と
も
参
加
者
の
多
く
が
参

加
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
た
よ

う
で
す
。



　

行
政
運
営
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、

４
月
１
日
付
で
市
役
所
の
組
織

機
構
の
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

主
な
変
更
は
次
の
と
お
り

市
長
公
室
廃
止

市
民
部
・
保
健
福
祉
部
が
新
設

 

市
長
公
室
、
総
務
部
お
よ
び

民
生
部
に
所
属
す
る
課
を
「
総

務
部
」「
市
民
部
」「
保
健
福
祉

部
」に
再
編
成
し
ま
し
た
。

関
係
部
課

総
務
部
＝
総
務
課
、
秘
書
課
、

　

財
政
課
、
企
画
課

市
民
部
＝
税
務
課
、
納
税
課　

　
（
旧
収
納
対
策
課
）、
市
民

　

課
、
生
活
環
境
課

保
健
福
祉
部
＝
社
会
福
祉
課
、  

　

介
護
高
齢
課
、
こ
ど
も
課
、

　

健
康
管
理
課

水
道
局
を
都
市
建
設
部
へ
編
入

都
市
建
設
部
＝
建
設
課
、
都
市

　

計
画
課
、
水
道
総
務
課
、
水

　

道
工
務
課
、
浄
水
課

東
支
所
を
設
置

　

東
地
域
の
行
政
課
題
を
東
庁

舎
内
で
完
結
で
き
る
体
制
を
整

え
る
た
め
、
東
庁
舎
を
「
東
支

所
」
と
し
、
支
所
長
を
設
置
し

ま
し
た
。

課
を
統
合

　

大
間
々
総
務
課
と
大
間
々
民

生
課
を
統
合
し
、「
大
間
々
市

民
生
活
課
」と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
総
務
課
と
東
民
生
課

を
統
合
し
、「
東
市
民
生
活
課
」

と
し
ま
し
た
。

課
名
の
変
更

　

呼
び
名
を
簡
潔
に
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
３
つ
の
課
の
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。

　
・
収
納
対
策
課
→「
納
税
課
」

　
・
商
工
振
興
課
→「
商
工
課
」

　
・
観
光
政
策
課
→「
観
光
課
」

施
設
管
理
室
を
設
置

　

観
光
施
設
を
は
じ
め
、
市
有

施
設
の
維
持
管
理
を
効
率
的
に

行
う
た
め
、
産
業
観
光
部
内
に

「
施
設
管
理
室
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

教
育
部
東
分
室
を
東
支
所
に
配

置
　

教
育
部
の
東
分
室
を
東
公
民

館
か
ら
東
支
所
に
移
し
ま
し
た
。

(5)  笠懸公民館だより（第47号） 平成23年4月30日

市
役
所
の
組
織
機
構
が

変
わ
り
ま
し
た

部 課 ☎

総務部

総務課 76-0961

秘書課 76-0957

財政課 76-0963

企画課 76-0962

市民部

税務課 76-0964

納税課 76-0956

市民課 76-0972

生活環境課 76-0985

保健
福祉部

社会福祉課 76-0975

介護高齢課 76-0974

こども課 76-0995

健康管理課 76-2510

産業
観光部

農林課 76-1937

商工課 76-1938

観光課 76-1270

施設管理室 76-9623

都市
建設部

建設課 76-1904

都市計画課 76-1903

水道総務課 76-9916

水道工務課 76-9917

浄水課 72-3827

教育部

教育総務課 76-9844

学校教育課 76-9845

学校計画課 76-9624

社会教育課 76-9846

文化財課 76-1933

富弘美術館 95-6333

会計局 76-0965

議会事務局 76-1970

監査委員事務局 76-1973

競艇事業局 76-2595

農業委員会事務局 76-1939

大間々市民生活課 76-1846

東市民生活課 76-0984

各課直通電話番号一覧
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髙
畑　

智
行

　

今
年
度
か
ら
笠
懸
公
民
館
へ

勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
21

年
度
は
、
桐
生
大
学
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
で
執
務
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
顔
を
覚
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
。
笠
懸
地
域
は

公
民
館
活
動
が
活
発
な
と
こ
ろ

だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
事
業
を

進
め
る
中
で
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
よ
り

良
い
公
民
館
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
倉　
　

豊

　

早
い
も
の
で
、
笠
懸
公
民
館

勤
務
と
な
っ
て
５
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で

協
力
し
な
が
ら
皆
さ
ん
の
公
民

館
活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

峰
岸　

昌
史

　

公
民
館
に
勤
務
し
て
早
３
年

目
と
な
り
ま
す
。
１
～
２
年
目

は
、
教
わ
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
の
で
、
今
年
度
は
、
今
ま
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
み
な

さ
ん
が
よ
り
充
実
し
た
公
民
館

活
動
を
送
れ
る
よ
う
、
精
一
杯

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

丹
羽　

順
子

　

４
月
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
６
年
ぶ
り
に
地
元
・
み

ど
り
市
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

状
態
で
す
が
、
早
く
新
し
い
環

境
に
慣
れ
て
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
参
り

ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

阿
久
津　

裕
之

　

今
年
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て

夜
間
の
受
付
業
務
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
早
く
業
務
に
慣
れ
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
顔
を
覚
え

て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

平
野　

悠
太

　

４
月
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て

　

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動

な
ど
に
伴
い
、
笠
懸
公
民
館
の

職
員
も
大
幅
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

小
池
秀
樹
館
長
と
小
林
克
巳

主
任
が
異
動
と
な
り
、
新
た
に

鈴
木
伸
一
館
長
と
高
畑
智
行
主

査
が
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
菅
野
寛
美
主
事

が
産
休
と
な
っ
た
た
め
、
臨
時

職
員
の
丹
羽
順
子
が
代
わ
り
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木　

伸
一

　

４
月
の
人
事
異
動
で
笠
懸
公

民
館
長
と
し
て
異
動
し
て
参
り

ま
し
た
。以
前
は
、生
涯
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
は
、
社
会
教
育
法
に
基

づ
く
文
化
教
育
施
設
で
あ
り
ま

す
。
歴
史
あ
る
公
民
館
を
大
切

に
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
が

集
ま
り
や
す
い
、
ま
た
利
用
し

や
す
い
笠
懸
公
民
館
を
目
指
し

て
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

臨　

時　

職　

員

職　
　

員

職
員
紹
介

〜
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
〜

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
早
く
仕

事
を
覚
え
て
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
最
初
は
皆
さ
ん
に
教

え
て
い
た
だ
く
こ
と
の
方
が
多

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

井
藤　

眞
弘

　

笠
懸
公
民
館
の
夜
間
管
理
も

８
年
目
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
夜
間
の
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
手
助
け
と
な
り
ま
す
様
に
続

け
る
所
存
で
す
。
今
般
東
日
本

大
震
災
に
伴
い
節
電
対
策
で
利

用
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
皆
さ
ま

に
は
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
す

が
、
早
く
元
の
時
間
帯
に
戻
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

中
村　
　

勇

　

現
役
時
代
の
数
十
年
間
、

我
々
の
年
代
は
自
宅
と
会
社
の

往
復
で
家
に
は
ほ
と
ん
ど
居
な

か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
当
然

な
が
ら
地
域
の
人
と
の
交
流
も

親
し
く
話
す
人
も
皆
無
で
し
た
。

定
年
後
、
地
域
に
溶
け
込
も
う

と
、
行
政
機
関
を
通
じ
て
活
動

す
る
様
に
な
り
、
人
と
の
繋
が

り
も
深
ま
り
ま
し
た
。
公
民
館

業
務
も
７
年
目
に
入
り
、
業
務

を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
人
た
ち

と
の
交
流
を
よ
り
一
層
深
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

高
木　

重
雄

　

公
民
館
勤
務
も
５
年
目
に
な

り
ま
す
。
今
年
も
多
く
の
利
用

者
と
ふ
れ
あ
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
「
や
る
気
・
元
気
」
で
頑

張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
森　

顕
一

　
「
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
、

歳
歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず
」
と

い
う
詩
句
が
あ
り
ま
す
。
来
る

年
も
来
る
年
も
花
は
同
じ
よ
う

に
咲
き
ま
す
が
、
人
間
は
毎
年

同
じ
で
は
な
く
変
わ
っ
て
い
く

と
い
う
意
味
。
公
民
館
に
お
世

話
に
な
っ
て
以
来
「
公
民
館
を

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
た
め

に
」
と
い
う
気
持
ち
は
年
年
歳

歳
花
の
ご
と
く
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

見
竹　

正
靖

　

公
民
館
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

気
持
ち
良
く
楽
し
く
活
動
出
来

ま
す
様
、
微
力
な
が
ら
頑
張
っ

て
行
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材

派　

遣　

職　

員



　
「
書
の
会
」
で
は
会
員
を
募

集
い
た
し
ま
す
。
毛
筆
・
ペ
ン

習
字
、
両
方
練
習
し
て
い
ま
す
。

い
っ
と
き
仕
事
を
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
、
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

自
由
に
見
学
を
ど
う
ぞ
。
ご
入

会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

︻
活
動
日
︼

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

︻
時
間
︼

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

︻
場
所
︼笠
懸
公
民
館

︻
対
象
︼市
内
在
住
在
勤
の
人

︻
連
絡
先
︼

☎
�
３
０
１
３　

武
井

　

笠
懸
公
民
館
利
用
者
の
会
で

５
月
の
「
い
こ
い
の
広
場
」
を

時
30
分
か
ら

︻
会
場
︼

笠
懸
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

︻
内
容
・
出
演
者
︼

太
極
拳
演
舞
・
あ
か
つ
き
会
／

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
ラ
イ
ブ
・
原

倉
三
「
み
ん
な
で
歌
お
う　

な

つ
か
し
い
童
謡　

唱
歌　

お
も

い
で
の
曲
」ほ
か

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

根
岸
千
春　

☎
�
６
９
３
３
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開
催
し
ま
す
。「
楽
し
い
た
ま

り
場
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
ご
都
合
を
つ
け
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

︻
日
時
︼５
月
19
日(

木)

午
後
７

催
し
も
の

利
用
者
の
会

　
﹁
い
こ
い
の
広
場
﹂

書 

の 

会

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、
投
稿
な
ど
、

何
で
も
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。︵
し
め
き
り
毎
月
10
日
︶

会
員
募
集

雅
友
会

四
季
の
会
　

　
　
　
　

　
三
月
句
会

春
の
風
園
児
が
渡
る
石
の
橋　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

和
美

子
が
う
た
ひ
孫
が
織
り
た
る
春
半
寿　
　
　
　

金　
　

光
月

か
た
か
ご
の
花
の
総
立
ち
風
渡
る　
　
　
　
　

森
田
千
代
子

玄
関
の
沈
丁
花
の
香
と
赤
い
靴　
　
　
　
　
　

赤
石　

文
子

春
眠
の
ま
ど
ろ
み
襲
う
大
地
震　
　
　
　
　
　

太
田　

ハ
ナ

春
耕
の
地
面
を
さ
ら
う
砂
嵐　
　
　
　
　
　
　

太
田
ミ
ヨ
子

椿
落
つ
木
下
に
溜
る
花
の
殻　
　
　
　
　
　
　

小
林　

君
江

停
電
の
闇
の
点
せ
り
春
の
月　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淳
子

は
電
気
容
量
が
高
い
た
め
、

放
電
能
力
も
高
い
。
す
る
と
、

容
量
の
低
い
古
い
電
池
も
、

そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
、
強
制

放
電
を
起
こ
す
。
そ
の
結
果
、

古
い
電
池
に
液
漏
れ
が
生
じ
、

破
裂
す
る
か
も
し
れ
な
い
危

険
な
状
態
に
な
る
ら
し
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
ア
ル
カ
リ
電

池
と
マ
ン
ガ
ン
電
池
を
併
用

す
る
と
、
放
電
能
力
が
ち
が

う
の
で
や
は
り
危
険
が
生
じ
る
。

　

電
池
を
２
個
以
上
使
用
す

る
と
き
は
同
じ
時
期
に
購
入

し
た
、
同
じ
メ
ー
カ
ー
、
同

じ
種
類
の
電
池
を
つ
か
う
こ

と
だ
。
ひ
と
つ
で
も
条
件
が

ち
が
う
と
仲
間
割
れ
を
起
こ

す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

先
頃
の
計
画
停
電
で
、
乾

電
池
を
２
個
以
上
使
用
す
る

製
品
を
利
用
し
た
人
も
多
い

と
思
う
が
、
電
池
の
い
れ
方

に
は
、
い
く
つ
か
の
タ
ブ
ー

が
あ
る
ら
し
い
。

　

電
池
が
弱
く
な
っ
た
と
き
、

買
い
置
き
が
な
い
場
合
な
ど
、

と
り
あ
え
ず
ひ
と
つ
だ
け
新

品
の
電
池
と
交
換
す
れ
ば
い

い
と
、
し
が
ち
だ
が
こ
れ
は

タ
ブ
ー
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
は
新
品
の
電
池

コ
ラ
ム
豆
電
球

な
ぜ
、
新
品
の
電
池
と
使
い
か
け
の

電
池
を
併
用
し
て
は
い
け
な
い
か
？

第2回  みどり市スポーツ吹矢体験教室
受講生募集 !！

◇開催期間　平成 23 年 5 月 31 日～ 6 月 21 日　火曜日［全 4 回］
　　　　　　① 5 月 31 日　② 6 月 7 日　③ 6 月 14 日　④ 6 月 21 日
◇時　　間　午後 7 時 00 分～午後 9 時 00 分
◇会　　場　笠懸公民館　交流ホール
◇開催内容　・スポーツ吹矢の基礎知識
　　　　　　・実践練習
　　　　　　・体験大会
◇講　　師　みどり市スポーツ吹矢連絡協議会（公認指導員）他
◇募集人数　10 ～ 20 名程度
　　　　　　（年齢は特に問いませんが小学 5 年生以上）
◇参 加 費　400 円（資料代、保険、その他）
◇申 込 先　みどり市スポーツ吹矢連絡協議会　米澤　義信（TEL/

　FAX 73-0160）又は、みどり市民体育館（グリーンア
　リーナ内に申込書あり）（☎ 77-1616）

◇そ の 他　①吹矢道具については用意いたします。
　　　　　　②服装については特に問いませんが運動できる程度で。

市民の皆さまにスポーツ吹矢の楽しさと健康増進
を感じていただきたく、下記のとおり体験教室を
開催いたします。大勢の方の申し込みをお待ちし
ています。
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今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
考

え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
。
そ
れ
は

希
薄
化
す
る
「
地
縁
」「
血
縁
」

に
対
す
る
意
識
や
社
会
の
無
縁

化
で
し
た
。

　

今
、
こ
こ
で
災
害
が
あ
っ
た

ら
私
た
ち
は
、
東
北
の
人
た
ち

の
よ
う
に
地
域
ぐ
る
み
で
協
力

し
合
い
、
一
致
団
結
し
て
、
復

興
ま
で
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
い
い
や
、

で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

今
回
の
件
で
、
普
段
か
ら
の

ご
近
所
と
の
繋
が
り
を
持
ち
、

組
織
と
し
て
行
動
で
き
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
の
隣
組
の
話
を
す
る
と
、

ご
近
所
の
付
き
合
い
は
な
く
、

寄
り
合
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
顔
も
知

ら
な
い
人
が
い
ま
す
。
い
ざ
、

何
か
起
き
た
と
き
、
組
織
と
し

て
行
動
で
き
る
か
と
い
っ
た
ら
、

た
ぶ
ん
で
き
な
い
だ
と
う
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
身
近
な
組
織
で
行
動

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
、
人
と
人

と
の
支
え
合
い
、
お
互
い
を
思

う
心
が
大
事
だ
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　

２
月
下
旬
、
山
友
と
「
と

ち
ぎ
百
名
山
」
の
一
つ
、
谷

倉
山(

や
ぐ
ら
さ
ん)

（
標
高

５
９
９
ｍ
）
を
歩
い
て
き
た
。

初
め
て
歩
く
山
な
の
で
事
前
に

調
べ
た
と
こ
ろ
、「
は
っ
き
り

と
し
た
登
山
道
は
な
く
、
中
腹

の
斜
面
は
道
が
不
明
瞭
と
な
り

歩
き
に
く
い
。
ま
た
樹
木
に
遮

ら
れ
尾
根
が
把
握
し
に
く
い
の

で
地
形
図
と
コ
ン
パ
ス
が
必

携
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
。

　

星
野
の
里
遺
跡
公
園
に
車
を

停
め
歩
き
だ
す
。
駐
車
場
は
標

高
約
１
３
０
ｍ
、
山
頂
ま
で
の

標
高
差
は
約
４
７
０
ｍ
と
な
る
。

地
形
図
を
読
み
な
が
ら
頂
上
を

目
指
す
が
、
導
標
は
皆
無
に
等

し
い
。歩
き
出
し
て
約
30
分「
梵

天
山(

ぼ
ん
て
ん
や
ま)

見
晴

台
」
と
い
う
場
所
に
出
た
。
こ

こ
か
ら
頂
上
ま
で
、
微
か
な
踏

跡
の
み
で
登
山
道
に
は
ほ
ど
遠

い
。
赤
テ
ー
プ
に
助
け
ら
れ
高

み
を
目
指
し
て
登
る
。
私
も
下

山
用
に
と
赤
テ
ー
プ
を
１
巻
ほ

ど
使
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

歩
き
出
し
て
約
１
０
０
分
、

谷
倉
山
の
山
頂
に
立
つ
。
山
頂

に
は
ア
ン
テ
ナ
と
管
理
施
設
、

と
ち
ぎ
百
名
山
№
75
座
、
谷
倉

山
の
山
名
板
が
立
っ
て
い
る
の

投　
　

稿

み
。
だ
が
、
ア
ン
テ
ナ
管
理
の

た
め
の
粟
野
町
か
ら
の
巡
視
道

は
明
瞭
で
、
こ
の
道
を
使
え
ば

難
な
く
山
頂
を
踏
む
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

同
行
し
た
山
友
に
不
安
を
与

え
た
よ
う
だ
が
、
久
し
ぶ
り
に

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
三
月
例
会

炬
燵
に
て
娘
と
食
べ
る
さ
く
ら
餅
春
の
喜
び
口
に
広
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
志
津
代

忙
し
か
る
合
間
に
植
ゑ
し
花
苗
の
香
り
は
清
し
寒
風
吹
く
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村　

征
子

草
芽
吹
く
牧
草
畑
の
黒
土
に
土
竜
も
た
げ
し
山
数
多
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

澄
江

庭
を
飾
り
し
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
も
月
光
も
家
に
と
り
こ
む
停

電
の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
山　

初
代

念
願
の
伊
豆
大
島
行
も
あ
と
い
く
日
風
邪
諸
々
に
気
を
使
ひ

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
ふ
さ
子

あ
ま
り
に
も
小
さ
き
故
に
指
先
の
感
触
た
よ
り
に
紫
蘇
の
種

蒔
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
竹　

正
子

ガ
ソ
リ
ン
の
不
足
忍
ぶ
も
被
災
地
に
関
は
る
す
べ
か
い
く
日

を
籠
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

定
夫

「
沿
岸
の
街
々
消
失
」と
地
震
禍
を
告
げ
る
見
出
し
の
ベ
タ
の

白
ヌ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
山　
　

勇

馬
鈴
薯
を
植
ゑ
る
時
期
な
り
春
耕
し
玉
蜀
黍
も
播
か
ね
ば
な

ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘
内　

文
夫

石
段
を
登
る
に
硬
き
杖
の
音
降
ら
ず
乾
き
の
睦
月
終
り
ぬ

        　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
田　

正
男

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

;
;

ま
た
、
山
へ
の
い
ざ
な
い
⒄

　

一
田　

四
蹴
（
２
区
）

ル
ー
ト
フ
ァ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
醍

醐
味
を
味
わ
っ
て
き
た
が
、
要

所
要
所
に
標
識
が
あ
れ
ば
登
山

者
は
増
え
る
だ
ろ
う
。

　

星
野
の
里
で
は
、
福
寿
草
、

座
禅
草
、
節
分
草
の
花
に
め
ぐ

り
会
え
た
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

Ｆ
・
Ｔ
（
７
区
）

み
な
さ
ん
か
ら
の

投
稿
を
募
集

し
ま
す

　

身
の
ま
わ
り
の
出
来
事
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
、
公
民
館

に
関
す
る
ご
意
見
や
感
想
な
ど
、

何
で
も
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

◇
本
文
（
４
０
０
字
以
内
）、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

◇
し
め
き
り　

毎
月
10
日

◇
宛
先　

笠
懸
公
民
館　

み
ど

り
市
笠
懸
町
阿
左
美
１
５
８
１

☎
（76）
２
２
１
１ 
ＦＡＸ

（76）
２
８
３
６

Ｅ
メ
ー
ル　

ko
u
m

in
kan

@
city.m

id
o
ri.gu

n
m

a.jp

　

原
稿
は
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
ご
都
合
の
よ
い

方
法
で
提
出
く
だ
さ
い
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


